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衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
中
小
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
未
指
定
の
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
中
小
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
未
指
定
の
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
令
和
二
年
十
月
十
日
付
け
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
報
道
の
内
容
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
政
府
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九

条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
又
は
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
河
川
の
う
ち
、
水
防
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
河
川
以
外
の
河

川
（
以
下
「
そ
の
他
河
川
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
（
以
下
「
洪
水
浸

水
想
定
区
域
」
と
い
う
。
）
の
指
定
の
義
務
は
な
い
も
の
の
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
そ
の
他
河
川
の
氾
濫
に
よ
り

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
他
河
川
に
つ
い
て
も
水
害
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
そ
の
公
表
を
促
進
す
る
こ
と

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
指
定
さ
れ
て
い
る
」
及
び
「
指
定
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
指

定
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
他
河
川
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
六
月
に
国

土
交
通
省
が
都
道
府
県
に
対
し
て
調
査
し
た
限
り
で
は
、
同
月
時
点
で
、
二
万
四
百
二
十
六
河
川
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
千
三

百
三
十
七
河
川
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
想
定
最
大
規
模
降
雨
（
以
下
「
想
定
最
大
規
模
降
雨
」
と
い
う
。
）
に
よ
り



 

２ 

 

河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
や
当
該
区
域
の
浸
水
深
等
の
水
害
リ
ス
ク
情
報
を
把
握
し
、
公
表
し
て

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
指
定
区
域
」
、
「
未
指
定
区
域
」
及
び
「
浸
水
想
定
区
域
指
定
を
都
道
府
県
が
判
断
す
る
中
小
河
川
」
の
具

体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
水
防
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事

が
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
河
川
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
自
ら
が
当
該
河
川
を
指
定
し
て
い
る
た
め
、
都
道
府
県
に
お
い
て
洪
水
浸
水
想
定
区
域
と
し
て
指

定
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
把
握
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道

府
県
知
事
が
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
河
川
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
一
月
時
点
で
、
千
六
百
四
十
四

河
川
あ
り
、
そ
の
う
ち
千
六
百
十
八
河
川
に
お
い
て
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
て
お
り
、
当
該
指
定
に
つ
い
て
は
、
令

和
二
年
度
末
ま
で
に
お
お
む
ね
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
他
河
川
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で

述
べ
た
と
お
り
、
同
年
六
月
時
点
で
、
二
万
四
百
二
十
六
河
川
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
千
三
百
三
十
七
河
川
に
お
い
て
、
想
定

最
大
規
模
降
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
や
当
該
区
域
の
浸
水
深
等
の
水
害
リ
ス
ク
情
報



 

３ 

 

を
把
握
し
、
公
表
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
河
川
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
目
標
」
や
「
指
標
」

を
定
め
て
い
な
い
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
そ
の
他
河
川
に
つ
い
て
も
、
水
害
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
そ
の
公
表
を
促

進
す
る
こ
と
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
や
当
該
区
域
の
浸
水
深
等
を

都
道
府
県
が
推
定
す
る
場
合
、
防
災
・
安
全
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
同
交
付
金
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

そ
の
他
河
川
の
水
害
リ
ス
ク
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
法

制
の
見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
一
日

付
け
医
政
発
第
〇
三
二
一
第
二
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
お
尋
ね
の
「
感
染
症

指
定
医
療
機
関
」
を
含
む
医
療
機
関
に
、
「
自
ら
被
災
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も

に
業
務
継
続
計
画
の
作
成
に
努
め
」
る
よ
う
依
頼
す
る
等
の
取
組
を
求
め
る
と
と
も
に
、
「
病
院
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
考
え



 

４ 

 

方
に
基
づ
い
た
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
五
年
九
月
四
日
付
け
医
政
指
発
〇
九
〇
四
第
二
号
厚
生
労

働
省
医
政
局
指
導
課
長
通
知
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
衛
生
担
当
部
局
に
対
し
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
当
た

っ
て
の
手
引
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
対
す
る
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
・
支
援
に
つ
い
て
（
依

頼
）
」
（
令
和
二
年
五
月
二
十
二
日
付
け
国
水
環
防
第
七
号
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
河
川
環
境
課
水
防
企
画
室

長
通
知
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
の
水
防
担
当
部
局
に
対
し
、
令
和
二
年
出
水
期
に
お
け
る
当
面
の
措
置
と
し
て
、
管
内

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
が
存
す
る
場
合
に
は
、
当
該
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
係
る
河
川
の

大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
等
（
水
防
法
第
十
五
条
の
九
に
規
定
す
る
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
及
び
同
法
第
十
五
条
の
十
に

規
定
す
る
都
道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
を
い
う
。
）
を
活
用
し
、
水
害
リ
ス
ク
情
報
を
当
該
機
関
管
理
者
に
共
有
す

る
と
と
も
に
、
当
該
機
関
の
所
在
地
情
報
を
水
防
管
理
者
等
に
も
共
有
し
、
水
害
時
の
体
制
を
検
討
す
る
よ
う
依
頼
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
お
尋
ね
の
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
浸
水
リ
ス
ク
」
に
係
る
「
対
策
」
を
含
め
た
医
療
機
関

の
災
害
対
策
の
取
組
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 



 

５ 

 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
令
和
二
年
十
一
月
二
十
一
日
付
け
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
報
道
の
内
容
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
一
部
は
、
洪
水
浸
水

想
定
区
域
に
所
在
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
施
設
数
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
具
体
的
な
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
介
護
施
設
等
の
水
害
対
策
の
強
化
と
し
て
、
同
年
七
月
か
ら
、
介
護
施
設

等
に
お
け
る
水
害
対
策
を
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
に
よ
る
支
援
対
象
に
追
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
及
び
国
土
交
通
省
が
同
年
十
月
七
日
か
ら
共
同
で
開
催
し
て
い
る
「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
を
踏
ま

え
た
高
齢
者
福
祉
施
設
の
避
難
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、
介
護
施
設
等
に
お
け
る
利
用
者
の
避
難
の
実
効
性
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
令
和
二
年
度
内
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な

対
策
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
、
都
道
府
県
等
と
も
連
携
し
つ
つ
、
介
護
施
設

等
に
お
け
る
水
害
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 


